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〔教育専門部会長所見〕

井 田 正 道

情報教育の重要性 が指摘 されて久 しい。学生にとっても情報関連科 目は 「役に立つ科 目」 とし

て学部 を超えた根 強いニーズがある。 しかし、大学入学以前の段階でコンピュータに触れること

が半ば当た り前になってきた今 日では、大学における情報教育の環境の変化をもた らしている。

また、2004年 度か らの大学全体の 「構造改革」は情報科学センターにも波及 し、従来のシステム

の見直 しを迫 られ ている。2年 間の任期の間に対応 しなければならないことは決して少なくない

ようだ。

ここでは、本年度、特に重視すべき課題を述べていきたい。

第1は2004年 度 から導入されるTA制 に対する対応である。情報教育は通常の講義とは異な り

実習が含 まれ るた め、授業助手の存在が必要 となる。現行の制度では、授業助手で担当コマ数の

多い者 の中か らリー ダーを選び、他の助手に対 して指導的役割を果たす リーダー制を導入 してい

る。しか し、TA制 度が導入 されれば、担当コマ数に上限が設けられるなど、現行の リーダー制の

維持が困難になる。 また、担当コマ数の上限設定によ り従来よりも多数のTA助 手を採用 しなけ

ればならないこととな り、実習室の補助員も含め、十分な人員確保ができないおそれもある。こ

のような問題点を含んでいることから、TA制 度導入に対す る情科センターとしての対応が必要 と

なる。

第2は 、情報教育 における学生の実力格差への対応。パ ソコンの普及 によって、大学入学時点

におけるコンピュー タの力に大きな差がみられるようになった。.そ こで、従来のカ リキュラムの

見直 しも視野 に入れなければならない。

このよ うな2っ の大きな課題を抱えているわけだが、特に第一の課題は、情科センターだけで

は どうす るこ ともできない。 したがって、大学側 との交渉も重要な仕事となる。


